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五
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四
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園

第
二
回
臨
時
町
議
会
が
去
る

五
月
二
十
九
日
開
催
さ
れ
.
専

」

Z
一
決
処
分
の
承
認
を
'
求
め
る
議
案

信
一
外
十
四
議
案
一
札
っ
き
審
議
さ
れ

一
農
委
に
関
す
る
条
例
の
外
会
議

一
案
原
案
通
り
議
決
さ
れ
た
主
な

る
事
項
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た

関
係
議
案

。
専
決
処
分
し
た
「
昭
和
三
十

一
年
度
長
浜
町
-
般
会
計
才
入

才
出
追
加
更
生
予
算
」
の
承
認

を
求
め
る
事
に
，
つ
い
て

町
長
説
明

昭
和
三
十
年
度
単
年
度
一
交
刊
間
一
一
一
枯
れ
れ
れ
v
時
川

赤
字
の
解
消
一
十
五
万
二
千
円
の
増
取
と
な
り

合
併
当
初
の
昭
和
三
十
年
度
一
ま
し
た
。

に
お
い
て
六
百
十
万
円
余
の
赤
一
寄
附
金
二
十
五
万
円
は
水
防

一
字
を
生
じ
て
い
た
が
、
と
れ
は
一
倉
庫
建
築
並
び
に
喜
多
灘
、
白

町
一
昭
和
三
十
一
年
度
に
お
け
る
交
一
滝
線
道
路
工
事
関
係
の
地
元
寄

F
-付
税
そ
の
他
の
税
の
増
攻
に
伴
一
附
で
あ
り
ま
す
。

い

解

消

し

た

。
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万
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私
た
ち
の
意
見
を
検
察
一
臆

の
仕
事
に
反
映
さ
ぜ
ょ
う

の

_;I!f 

(毎月一回発行)

大
測
検
察
審
査
会
事
務
局
長

恐
喝
や
暴
行
と
か
そ
の
ほ
か

い
ろ
/
¥
な
犯
罪
で
被
害
を
受

け
て
、
あ
な
た
の
人
権
が
犯
さ

れ
た
場
合
は
、
そ
の
犯
人
を
そ

の
ま
与
に
し
て
お
い
て
は
明
る

い
社
会
を
つ
く
る
事
は
出
来
ま

せ
ん
。そ

ん
な
場
合
、
あ
な
た
は
警

察
や
検
察
官
に
告
訴
す
る
で
し

ょ
う
が
、
調
べ
に
よ
っ
て
は
検

察
官
は
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か

↓
一
け
て
く
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

(
一
す
。

一
も
し
あ
な
た
が
検
察
官
が
裁

一
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
の
は
け

一
し
か
ら
ん
ど
う
も
納
得
が
ゆ
か

昭和32年6s.110日

石

不火

JII 
な
い
と
お
考
え
に
な
っ
た
ら
す

ぐ
検
察
審
査
会
に
申
出
て
検
察

審
査
会
で
は
さ
っ
そ
く
審
査
会

を
開
い
て
検
察
官
や
犯
人
や
申

立
人
な
ど
を
よ
ん
で
事
件
を
調

べ
、
検
察
官
が
裁
判
に
か
け
な

か
っ
た
こ
と
が
正
し
い
か
ど
う

か
を
判
断
し
、
場
合
に
よ
っ
て

は
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
る

よ
う
そ
の
検
察
官
を
監
督
す
る

検
事
正
に
申
入
れ
ま
す
。

検
察
審
査
会
は
十
一
人
の
検

察
審
査
員
か
ら
な
り
立
っ
て
お

り
ま
す
が
、
そ
の
検
察
審
査
員

は
男
女
職
業
の
別
な
く
衆
議
員

議
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
人
々 血
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五
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今
年
も
町
内
各
学
校
で
は
例

年
の
通
り
、
そ
れ
戸
、
修
学
旅

行
を
実
施
匂
ま
し
た
。

修
学
旅
行
。
教
育
的
意
義
に

つ
い
て
は
、
既
に
皆
さ
ん
御
承

知
の
通
り
で
す
が
次
に
述
べ
て

み
ま
す
と

ω児
童
、
↑
宝
徒
が
、
わ
が
国
の

文
化
、
湾
済
、
産
業
、
政
治

等
の
重
要
性
を
g.撲
に
兎
司

す
る
樫
験
を
得
る
事
に
よ
っ

て
.
教
同
門
学
習
や
待
別
教
育

活
動
を
拡
充
す
る
事
が
で
き

v
匂
「
?
と

凶
旅
行
と
い
う
生
活
形
態
を
混

じ
、
ま
た
旅
行
に
よ
っ
て
接

触
す
る
新
し
い
生
活
環
境
に

即
し
て
、
健
康
、
安
全
、
集

団
行
動
、
道
徳
等
に
つ
い
て

望
ま
し
い
体
験
を
得
る
事
が

で
ま
、
る
こ
と

叫
旅
の
未
知
の
世
界
を
見
聞
し

ま
た
師
弟
や
学
友
が
寝
食
を

と
も
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

楽
し
い
生
活
を
味
い
、
生
涯

の
思
い
出
を
作
り
、
学
校
生

活
の
印
象
を
豊
か
に
す
る
と

と

F

大
体
以
上
で
あ
り
ま
す
。

修
学
旅
行
は
周
到
な
計
画
と

行
き
届
い
，
た
準
備
指
導
の
下
に

行
わ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
教
育

l 

一
一
本

一、同
一

今

彰

一

品

目

「
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p

一

・
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最
近
交
通
事
故
や
自
転
車
θ
一

吋

盗
難
が
多
い
と
同
僚
に
、
措
臨
{
リ
1
4弘
1
2

札
の
な
い
自
転
辛
も
ふ
え
て
い

-
r
t
k

る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
一

J

自
転
車
や
荷
車
を
お
求
め
に
な
日
、
一

っ
て
、
ま
だ
鑑
札
の
交
付
を
受
J
一ザ
441J
一一一

け
て
い
な
い
方
は
す
ぐ
様
受
け
一
一
ム
コ
…

て
下
さ
い
。
税
金
を
納
め
て
い
一
午
、
λ
二

な
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
盗
一
『
)
円
二

難
の
場
合
で
も
、
事
故
の
場
合
一
民
γ
を

で
も
、
鑑
判
仙
の
香
号
が
ど
れ
だ

fr叫

け
役
に
立
っ
か
わ
事
に
あ
た
っ
一

ι

た
方
で
な
い
と
お
分
り
に
な
ら
一

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
万
一
一
、
町

の
場
合
に
大
へ
ん
役
立
っ
て
い
一

る

事

は

事

実

で

す

。

一

一

-u

-
自
転
車
、
荷
車
を
お
持
ち
の
、

F

方
は
次
の
事
に
気
を
つ
け
て
下
れ
晶
~

さ
い
。

-

a

①
鑑
札
の
な
い
車
を
使
用
し
て
一
4

1

2

い
た
場
合
は
三
万
円
以
下
の
遇
一
一
一

料

が

と

ら

れ

ま

す

。

一

今
簾
札
を
い
た
め
て
と
り
か
え
一

る
場
合
は
五

O
円
の
弊
償
金
が
一

必
要
で
す
が
、
最
初
に
受
け
る
一
-
当

場
合
は
無
料
で
す
。

-

p

r

司
リ
阜
の
売
買
を
す
る
時
、
売
る
一
-
}
ど

場
合
は
必
ず
鑑
札
を
は
ず
し
て
一
デ

役
場
へ
そ
の
旨
を
届
け
る
と
共
一
戸

に
鑑
札
を
返
し
て
下
さ
い
。
・
一
一
日

@
年
度
の
途
中
で
車
を
求
め
ら

?
.
u

れ
た
方
は
、
そ
の
日
か
ら
一
一
一
月
一

y
〆

末
ま
で
の
聞
の
円
割
で
自
転
車
一
一
-
C

荷
車
税
を
納
め
て
頂
く
事
に
な
一
ん

り

ま

す

。

一

註
(
皆
さ
ん
に
早
分
り
し
て
1

い
た
だ
く
為
に
鑑
札
と
書

き
ま
し
た
が
、
本
当
の
名
前
は

標
識
と
か
わ
っ
て
お
り
ま
ず
か

ら
、
今
後
こ
の
名
前
に
な
れ
る

よ
う
に
し
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
)

同
『

1

・
Y
 寺町

l.......砂.，骨骨....骨骨'唱>..唱
立あなたの自轄車や荷車に i:r

的
効
果
は
き
わ
め
て
大
き
い
も

の
で
あ
り
、
品
手
校
が
修
学
旅
行

を
実
施
す
る
場
合
は
、
そ
の
教

育
的
意
義
を
充
分
に
理
解
し
、

学
校
の
教
育
計
画
の
一
環
と
し

て
取
り
扱
い
、
健
康
と
安
全
の

た
め
の
万
全
の
策
を
講
じ
、
教

育
的
効
果
を
高
め
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
勿

論
で
あ
り
ま
す
。

本
竿
は
交
通
事
故
そ
の
他
不

時
の
災
維
を
慮
っ
て
、

N
日
K

松
山
放
送
局
と
連
絡
を
と
り
、

旅
行
中
の
児
童
、
生
徒
の
動
静

を
毎
日
放
送
し
て
頂
く
よ
う
に

手
配
す
る
と
共
に
、
経
済
的
理

由
等
で
旅
行
に
参
加
す
る
事
が

困
難
な
児
童
、
生
徒
に
対
し
て

は
、
町
よ
り
助
成
金
を
支
出
す

る
等
の
方
法
を
講
じ
ま
し
て
、

各
学
校
共
殆
ん
ど
全
員
参
加
す

る
事
が
で
き
ま
し
た
、
ま
こ
と

に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

尚
今
回
実
施
し
な
か
っ
た
青

島
小
、
喜
多
灘
小
、
大
第
和
一

中
、
及
び
大
和
信
用
二
中

ρ四
校

は
、
秋
十
月
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

ー

ト

e
l
b

「

‘
 

子
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硫
安
(
窒
素
肥
料
)
を
混
一
水
一
肥
に
施
す
こ
と
、
こ
の
肥
料
は
、
一

し
た
後
、
表
面
に
施
す
と
、
硫
一
非
常
に
流
亡
率
が
ひ
く
く
、
水
一

安
の
ア
シ
モ
ニ
ヤ
は
酸
化
さ
れ
一
稲
に
対
し
て
、
リ
ン
サ
ジ
の
肥
一

て
硝
酸
と
な
り
ま
す
。
硝
酸
は
一
効
は
、
他
の
肥
料
に
比
べ
て
顕
一

ア
ジ
モ
ニ
ヤ
と
違
っ
て
、
土
壌
一
考
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
も
の
で

す
。
す
な
わ
ち
土
壌
は
水
で
飽
一
に
保
持
さ
れ
な
い
の
で
す
c

一す。

和
状
態
と
な
り
、
そ
し
て
大
気
一
で
す
か
ら
、
窒
素
齢
化
物
や
翠
一
普
通
、
推
厩
肥
、
二
百
雷
位

一
本
国
施
肥
一
か
ら
の
空
気
の
出
入
を
遮
断
せ
一
素
と
な
っ
て
、
空
気
中
へ
飛
散
一
施
す
場
合
に
は
、
リ
シ
サ
シ
肥

四
十
日
か
ら
五
十
日
の
苗
代
一
ら
れ
る
其
の
上
に
、
夏
期
高
温
一
し
て
し
ま
い
、
折
角
の
硫
安
が
一
料
過
る
、
ト
1
7
ス
、
溶
燐

期
間
を
お
え
る
と
、
今
度
は
本
一
の
た
め
、
土
壌
中
の
有
機
物
の
一
大
分
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う
訳
一
の
何
れ
で
も
よ
い
の
で
す
が
、

回
に
移
植
さ
れ
、
水
稲
も
一
人
一
分
解
が
、
は
や
め
ら
れ
る
の
で
一
に
な
る
の
で
す
。
一
五

l
六
賓
程
度
施
せ
ば
結
構
で

立
と
な
っ
て
成
長
し
て
行
、
雪
ま
一
土
壊
中
の
ず
ジ
ソ
が
急
速
に
減
一
従
っ
て
、
硫
安
(
窒
素
肥
料
一
す
。

す
。
一
少
し
て
、
つ
い
に
は
、
サ
シ
ソ
一
)
の
施
用
は
、
土
層
深
く
還
元
一
品
加
盟
肥
料
の
施
用

本
田
は
、
首
代
で
幼
年
時
代
一
不
足
の
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
一
層
の
大
部
分
に
散
在
す
る
様
に
一
加
主
肥
料
も
流
亡
率
が
ひ
く

を
す
ご
し
た
水
稲
が
、
少
年
、
一
訳
で
す
。
一
施
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
田
植
一
い
の
で
、
元
肥
に
多
く
施
し
、

青
年
、
壮
年
、
そ
し
て
老
年
と
一
け
れ
ど
も
、
土
壊
中
で
分
解
一
前
に
一
元
肥
を
施
用
す
る
こ
と
の
一
追
肥
と
し
て
二
回
伎
に
分
施
し

そ
の
一
生
の
大
部
分
ー
を
送
る
場
一
す
る
有
機
物
の
量
に
は
限
度
が
一
必
要
性
は
、
ヤ
」
L

に
あ
る
訳
な
一
し
て
下
さ
い
。

所
で
あ
り
、
水
稲
の
生
涯
に
は
一
あ
り
、
と
れ
ら
が
分
解
し
つ
く
一
の
で
す
。
一
大
体
元
肥
六
割
、
追
肥
四
割

最
も
関
係
が
深
い
場
所
と
も
い
一
さ
れ
て
、
サ
シ
ソ
の
消
粍
が
弱
一
以
上
の
理
由
か
ら
し
て
、
実
一
と
し
、
反
当
り
、
加
里
使
用
量

一

一

一

は

三

「

四

震

で

充

分

で

す

。

え
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
土
壌
一
ま
っ
て
く
る
と
僅
か
な
が
ら
回
一
際
に
は
、
荒
耕
前
に
散
布
し
て
一

ρ
一
英
の
他

も
水
回
と
ゅ
う
特
殊
な
条
件
の
一
面
水
に
と
け
て
い
る
サ
ジ
ソ
や
一
出
来
る
だ
け
下
層
に
施
す
様
心
一
化
学
肥
料
を
多
く
施
用
し
、

も
と
に
お
か
れ
る
た
め
に
、
畑
一
土
療
面
に
生
楼
し
て
い
る
植
物
一
掛
け
て
下
さ
い
。
一
何
と
か
し
て
沢
山
の
米
を
収
穫

一

一

一

う

と

努

力

す

る

が

、

其

の

と
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
様
相
を
一
等
の
、
同
化
作
用
に
よ
り
、
ナ
一
喰
こ
の
際
に
、
注
意
し
て
頂
一
多
く
は
施
見
過
多
と
な
っ
て
、

呈
し
て
く
る
訳
で
あ
り
ま
す
り
一
ン
ソ
が
再
ひ
、
土
壌
の
表
層
の
一
き
た
い
事
は
、
施
肥
後
一
法
水
ま
一
稲
を
倒
伏
さ
せ
、
又
遅
出
来
と

山
田
植
前
後
の
施
肥
一
酸
化
層
と
「
飯
山
と
F

還
元
層
と
一
で
、
可
日
も
放
置
し
て
お
い
て
一
な
っ
て
イ
モ
チ
病
に
な
り
最
後

一

一

し

コ

c

一
、

f

a

一

i

7
一
に
青
米
の
み
多
く
す
る
事
と
な

り
一
水
田
と
ゅ
う
と
こ
ろ
は
、
互
に
分
化
さ
J

る
σ
で
す
こ
の
一
は
し
け
な
い
事
丈
、
五
日
l
こ
る
の
で
地
力
の
ひ
く
い
所
で
は

一
減
水
を
土
面
に
張
っ
て
、
土
壌
一
様
な
分
化
が
行
わ
れ
る
為
、
町
一
に
潜
水
す
る
事
を
忘
れ
な
い
よ
一
化
学
肥
料
を
多
〈
施
し
て
も
ム

て
大
号
遮
断
す
る
た
め
、
一
料
、
特
に
窒
素
肥
料
ぷ
ー
に
一
う
に
し
て
下
さ
い

c

一
一
山
口
訪
れ
い
吋
「
想
紘
一
蜘
杭

一
大
気
が
自
由
に
出
入
出
来
る
畑
一
は
技
研
を
要
す
る
の
て
す
一
而
燐
殺
の
施
用
法
一
得
る
事
に
な
る
の
で
充
分
施
肥

と
は
、
か
な
り
ち
が
っ
て
来
ま
一

m窒
素
肥
料
の
施
用
法
一
燐
酸
質
肥
料
は
、
全
量
、
元
一
に
注
意
致
し
ま
し
ょ
う
。

調
闘

ggaEHH図
面
調
書
自
閉
島
幸

a
s
e
a
H
E
E
Z周
回

ESSEE--白
語
調
届
略
国
毎
週
日
目
留
軍
軍
望
地
問

an警
告
書
司
低
運
蓮
華
街
館
書
華
司
噴
理
署
謁
唱
均
崎
議
軍
噂
剛
咽
連
或
辺
調

(二)

六
月
農
持
作
業
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中
岡

開r

。
水
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中
弁

菊
地

谷
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子者。
永奥塚野
沼田弁地

真日月満
泉理敏春

以
上

門
診
凶

O
印
は
郡
内
の
優
良
児
と

し
て
大
洲
保
健
所
で
表
彰
さ
れ

た
赤
ち
ゃ
ん
で
す
。

甘
藷
と
大
一
旦
の

混

作

栽

培

甘
藷
と
大
豆
を
適
当
に
混
作

し
て
、
甘
藷
の
収
穫
を
減
ず
る

事
な
く
大
豆
を
反
当
り
二
斗
内

外
収
穫
す
る
事
が
出
事
る
の
で

大
豆
の
み
は
予
定
外
取
穫
と
な

品
。
試
み
に
皆
さ
ん
混
作
さ
れ

る
事
を
御
勧
め
致
し
ま
す
。

ィ
、
品
種
大
豆
の
品
種
は
中

晩
生
型
の
も
の
が
よ
い

口
、
混
植
期
六
月
上
匂
よ
り

七
月
下
旬
ま
で

ハ
、
混
植
密
度
(
坪
当
り
)
六

月
上
匂
は
一
株
、
六
月
下
匂

は
二
株
、
七
月
は
三
株
か
ら

六
株
と
す
る
、
但
し
土
地
の

良
否
に
よ
り
考
慮
す
る
事

ニ
、
播
種
法
中
溝
に
近
い
畦

の
裾
の
部
分
に
ニ
体
当
り
三

校
か
ら
四
粒
播
種
す
る

ホ
、
収
穫
、
甘
藷
の
収
穫
と
同

時
に
取
穫
す
る

へ
、
混
植
密
度
と
甘
藷
及
び
大

豆
の
政
穫
高
は
左
の
通
り

当
月
種

反
7
播

豆
量
日
石

ρ

大

収

却

。

0.168 

0.262 

% 
100 

100 

99 

震
451.1 

447.0 

452.0 

。
4 

6 

甘
藷
の
懸
崖
作

一
甘
藷
の
照
屋
作
は
、
南
瓜
拐

↑
瓜
の
立
体
裁
培
に
相
当
す
る
も

一
の
で
、
果
樹
園
、
読
菜
園
、
空

一
地
等
の
南
面
の
崖
に
沿
っ
て
〕

一i
L
一
列
植
付
け
る
も
の
で
、
作

一
物
栽
培
上
直
接
利
用
の
出
来
な

一
い
石
垣
又
は
土
手
に
室
棄
を
誘

一
引
垂
下
せ
し
め
、
英
国
積
を
拡

大
し
日
光
利
用
の
効
果
を
極
度

一
に
高
め
る
も
の
で
あ
る
、
又
上

方
よ
り
流
亡
す
る
肥
料
、
土
壌

等
を
比
の
岐
に
喰
い
止
め
、
こ

一
れ
を
利
用
す
る
事
が
出
来
る
。

尚
南
面
、
石
垣
面
は
混
度
が

高
く
、
適
湿
が
長
期
に
亘
る
の

で
、
特
に
増
収
す
る
事
が
出
来

る。。
注
意

山
環
境
が
良
い
た
め
発
育
過
大

に
失
し
藷
が
裂
関
す
る
か
ら

口
四
種
を
選
ぶ
事

山
株
間
は
八
寸
位
と
し
密
植
す

る
事

剖
植
付
は
岐
に
平
行
に
植
え
る

り(4)
。懸事
崖
作
試
験
成
績
は

左
の
通

0.373 

か
ね
て
よ
り
建
築
中
で
あ
っ
一

た
長
浜
小
学
校
は
こ
の
ほ
ど
完
一

成
六
月
十
三
日
落
成
式
を
挙
行
一

リ

反

当

反

当

増

敬

重

す

る

こ

と

に

な

っ

た

。

一

収

量

比

較

(

臨

種

は

こ

れ

に

よ

り

長

ら

く

続

け

ら

れ

一

国

)

一

一

-

懸
崖
作
一
甘
ニ
九
一
完
ニ
!
目
。
。
貫
一
⑨
議
員
研
修
旅
行
一
て
来
た
二
部
授
業
も
廃
止
一
応
一

普
通
作
一
三
六
十
(
一

o
o
l
l

一
去
る
五
月
十
一
日
よ
り
五
日
一
正
常
な
収
業
が
出
来
る
こ
と
に

』
一
間
町
議
一
行
は
鹿
児
島
県
ん
ち
人
一
な
っ
た
。

秋

作

馬

鈴

薯

一

可

外

優

良

町

村

の

視

察

を

行

つ

一

誰

に

も

ま

し

て

子

室

長

び

種

薯

牧

穫

一

七

0

1

大
き
い
こ
と
で
あ
ろ
う
o

一
⑮
)
消
防
団
副
団
長
一
骨
)
元
気
で
病
気
に

で
品
一
枯
れ
同
時
一
一
一
一
一
一
一
泉
伯
氏
表
彰
一
か
L

ら
な
い
人
表
彰

立
の
良
い
事
が
必
要
で
あ
る
か
一
町
消
防
団
副
団
長
吉
出
向
)
泉
一
国
民
健
康
保
険
組
合
に
加
入

ら
、
種
警
は
早
一
掘
り
し
な
け
れ
一
伯
氏
は
、
全
国
優
良
消
防
団
員
一
し
て
い
て
永
年
病
気
に
か
L

ら

な
り
ま
せ
ん
。
一
と
し
て
日
本
消
防
協
会
長
よ
り
一
ず
保
険
誌
を
使
用
し
な
い
人
々

尚
早
掘
り
す
る
事
に
よ
り
パ
イ
一
表
彰
さ
れ
た
。
一
ヵ
盟
国
保
連
合
会
よ
り
表
彰
さ
叫

ラ

ス

の

擢

病

が

少

な

く

、

秋

作

一

⑮

町

消

防

団

本

部

長

一

れ

ま

し

た

。

恥

-

一

谷

村

利

男

セ

年

山

山

海

捻

り

芽

立

が

良

好

と

な

る

か

ら

五

一

二

宮

金

之

助

氏

決

定

一

設

楽

克

人

セ

グ

グ

機

月
下
旬

t
六
月
上
句
に
は
必
ず
一
先
般
退
職
さ
れ
た
町
消
防
団
一
石
山
ハ
ル
子
五
庁
。
機

取
穫
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
一
本
部
長
渡
辺
政
光
氏
の
後
任
と
一
水
穏
岩
男
四
グ
ゲ
問
問

南

瓜

西

瓜

の

一

し

て

四

月

一

日

附

を

も

っ

て

三

上

岡

ず

2

7
白

滝

繍

l
f
〕

一

宮

金

之

助

氏

が

任

命

さ

れ

た

。

一

岩

井

忠

志

ヲ

γ

搬

入

工

媒

助

一

⑮

畏

浜

小

学

校

落

成

一

藤

原

誠

徳

五

d

p

一鰍

南
瓜
西
広
の
開
花
期
に
は
雄

7
4
i
i
l
l
-
-
1
4「

1
1
1
1
1
1
i
r
-
-
一灘

花
の
数
も
少
な
く
昆
虫
の
活
動
一
赤
ダ
一
一
の
盟
主
手
多
レ
場
合
一

5
1
5宅
一
一
寸
生
イ
麦
粉
五
織

も
充
分
で
な
い
の
で
人
口
交
配
一
は
ネ
オ
デ
γ
叉
は
ア
カ
ー
ル
の
一
匁
、
食
塩
二
匁
、
批
酸
鉛
十
匁
一
織

の
効
果
が
大
き
く
、
又
降
雨
時
一
千
二
百
倍
を
混
用
す
る
。
一
水
一
升
の
割
合
で
調
合
す
る
が
-
織

に
は
特
に
交
配
が
必
要
で
朝
六
一
撒
布
時
期
幼
果
が
大
豆
程
一
先
ず
生
石
灰
を
熱
湯
に
て
消
化
一
鰯

時、
t
八
時
に
行
い
、
降
雨
が
予
一
度
に
な
っ
た
こ
ろ
(
六
月
五
日
一
さ
せ
水
を
加
え
て
石
灰
乳
を
作
一

i

想
さ
れ
る
場
合
は
夕
方
畑
を
見
一
!
十
五
日
)
一
り
更
に
小
麦
粉
を
沸
か
し
て
糊
一
写
真
は
落
成
し
た
長
浜
小
学
校

廻
り
、
翌
朝
開
花
す
る
雌
雄
花
一
撒
布
上
の
注
意
一
状
に
し
た
も
の
を
加
え
食
塩
を
一
』

1
4
i
I
1』
1
4
i
1
1』

共
に
雨
に
当
ら
ぬ
様
に
袋
掛
け
一
撒
布
後
間
も
な
く
雨
が
降
る
一
入
れ
て
捜
伴
し
殺
虫
剤
は
最
後
一
な
い
。
又
硫
竣
ニ
ゴ
チ
ジ
は

を
行
う
事
が
大
切
で
あ
る
。
一
と
薬
害
を
お
こ
す
か
ら
天
気
を
一
に
入
れ
て
作
る
。
一
成
虫
に
は
効
果
が
な
い
。

一
見
定
め
て
撒
布
す
る
事
。
一
尚
塗
布
す
る
場
合
は
産
卵
の
有
一

O
栽
培
管
理

マ
ト
キ
ウ
リ
一
一
一
、
葉
面
に
水
滴
の
あ
る
場
一
無
を
確
認
し
更
に
樹
幹
基
部
の
一
て
敷
草
耕
土
及
肥
料
流
亡

の
薬
剤
散
布
一
合
及
び
密
柑
園
が
遇
湿
の
場
合
一
ホ
コ
リ
や
コ
ケ
等
を
除
き
其
の
一
の
防
止
並
び
に
土
壌
牧
良
、
地

一a
d
-
-
7
J
J

工

撒

布

を

し

な

い

事

。

亙

塗

布

す

る

。

亘

書

、

雑

草

防

止

の

為

出

来

ト
7

ト
キ
ユ
リ
の
ベ
ト
病
一
三
、
噴
霧
は
出
来
る
だ
け
高
一

O
コ

ナ

ジ

ラ

ミ

一

る

だ

け

多

く

施

用

す

る

。

炭
症
病
を
防
除
す
る
た
め
に
は
一
圧
に
し
て
細
霧
で
葉
の
表
裏
に
一
第
一
回
五
月
中
1
下
匂
発
生
一
二
、
幼
木
の
管
理

病
警
の
発
生
し
な
い
時
期
か
ら
一
充
分
撒
布
す
る
。
(
反
当
り
二
一

7
-
ブ
ソ
ジ
乳
判
的
の
千
倍
液
を
撒
一

1
施
肥
前
月
に
警
寸
少
量
の

薬

剤

撒

布

を

始

め

る

事

が

肝

要

一

石

五

斗

)

一

布

す

る

。

第

二

回

六

月

上

l
下
一
施
肥
を
行
う
。

で
降
雨
の
な
い
時
一
は
一
週
間
ぉ
一
四
1

噴

霧

口

は

あ

ま

り

接

近

一

句

一

2
エ
カ
キ
虫
防
除
に
硫
酸
ニ
コ

き
に
、
又
梅
雨
期
に
は
三
日
ぉ
一
し
て
使
用
せ
ず
葉
一
回
よ
り
一
尺
一
@
ア
ヲ
パ
ハ
ゴ
ロ
モ
一
チ

γ
八
百
倍
を
撒
布
す
る

き
に
撒
布
す
る
事
が
必
要
で
る
一
以
上
離
し
て
撒
布
す
る
こ
と
。
一
発
生
五
月
中
句
J
九
月
迄
(
一

3
誘
引
主
盟
主
ぷ
伐
の
先
端

る
。
薬
一
剤
は
主
月
初
期
の
撒
布
一
重
勺
水
剤
銀
で
従
来
の
千
倍
液
一
年
一
回
発
生
)
一
を
順
次
仲
良
に
つ
れ
て
支
柱

量

が

少

量

で

済

む

薬

剤

に

は

、

一

を

千

二

百

比

定

し

た

の

は

薬

害

一

防

除

一

に

誘

引

す

る

。

薬
害
の
少
な
い
、
そ
し
て
効
果
一
を
防
止
す
る
為
で
薬
効
は
変
り
一
山
本
虫
の
発
生
す
る
、
以
前
「
」
枯
一

4
摘
果
出
来
る
だ
け
早
日
に

の
高
い
ダ
イ
セ

γ
を

、

又

撒

布

一

ま

せ

ん

。

一

棄

を

徐

占

玄

焼

却

す

る

。

t

一
行
う
。

量
の
多
い
雲
閣
時
俊
一
刻
に
は
銅
水
一
尚
今
回
の
撒
布
一
は
渚
一
伽
病
の
外
一

ω薬
剤
パ
ラ
チ
オ
ン
水
一
相
一
剤
一
一
一
一
、
成
木
の
移
植

銀
市
況
を
撒
希
す
る
事
が
良
い
。
一
種
湯
病
、
黒
点
病
、
落
芸
術
に
↑
二
千
博
授
、

T
E
P
E
干
一
四
月
に
移
植
の
出
来
な
か
っ

甘

矛

開

示

説

明

刊

る

か

ら

雑

柑

に

も

一

倍

、

硫

酸

ニ

ゴ

テ

シ

八

百

倍

一

た

も

の

土

木

月

行

う

。

4

q

f

一

さ

い

。

一

(

水

一

斗

2
2
2加
用
)
一
四
、
夏
肥
の
施
用

一
O
二

、

天

牛

防

除

一

L

l

一

。

一

、

病

害

虫

防

除

一

前

五

月

1
八
月
頃
か
被
害
最
一
吋
ゴ

O
Z殺
虫
力
し
か
一
施
用
成
分

四
月
以
来
の
悪
天
候
で
病
害
一
議
期
と
な
る
か
ら
成
虫
の
活
動
一
種
秋
肥

i
春

肥

同

夏

肥

施

用

予

定

多
発
年
と
も
い
え
特
に
木
制
定
一
の
少
な
い
早
朝
日
閣
殺
す
る
。
一
類
分
施
用
実
戸

五

月

の

雨

量

か

ら

見

て

も

済

協

一

司

樹

幹

事

的

に

産

卵

す

る

か

一

別

室

素

燐

酸

加

皇

室

素

燐

般

加

里

病
の
発
生
が
多
い
の
で
今
月
に
一
ら
比
れ
を
捕
殺
す
る
。
一
早
生
温
州
七
ニ
貫
六
・
甘
貫
五
O

震
四
八
霞
ニ
〔
)
自
民
O

穴
雷
同

入
っ
て
是
非
第
二
回
目
の
ボ
ル
一

3
幼
虫
が
若
し
樹
停
に
喰
込
一
晩
生
湿
州
八
・
0

六九

E

E

一・
0

一
六
一
五

ド
ワ
液
の
撒
布
が
必
要
で
す
。
一
ん
だ
場
合
は
針
金
で
刺
殺
す
る
一
夏
柑
七
・
四
五
C

E

甘

ニ

?

一

六

一

，

E

薬
剤
水
銀
剤
加
用
五
斗
式
一
か
又
は
其
の
喰
害
穴
よ
り
育
化
一
伊
予
柑
は
温
州
一
配
合
割
合
及
反
当
施
用
量

少

石

灰

ボ

ル

ド

ー

液

一

ソ

ー

ダ

の

小

塊

を

挿

入

し

粘

土

一

に

準

じ

八

朔

量

一

硫

安

過

石

硫

加

堅

戸

時

一

薬

量

硫

酸

銅

百

二

十

匁

、

一

で

塞

い

で

殺

す

。

一

柑

に

準

ず

る

。

一

貫

F

貫

貫

賃

生
石
灰
育
匁
、
ワ
ス
プ
ル
ン
十
一
@
以
上
の
作
業
の
後
産
卵
防
一
摘
要
一
旦
生
温
州
四
・
0

一
一
一
五
一
ニ
一
廿
甘

五
匁
!
二
十
匁
、
展
着
剤
て
一
止
剤
を
地
上
樹
幹
-
尺
位
ま
で
一

1
早
生
温
州
の
芳
一
晩
生
混
州
一
。

C

一ウ
O

ニ・
0

二=一=一

五
与
、
水
五
斗
一
塗
布
す
る
。
其
の
調
合
法
は
、
一
花
状
態
は
は
例
年
一
夏
/
柑
一
0

・0

一ず
O

子一一一二一子一一一
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政
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字
問
削
宮
正
利

玉

井

茂

市

山

本

幸

衛

宮

下

正

夫

清

水

義

正

泉

主

雄

死

亡

本
庁
分

鎌
田
ツ
ユ
子

矢
野

ν
7

喜
多
灘
分

和
国
森
太
郎

白
滝
分

西

山

歳

衛

宮

下

妙

子

に
比
べ
て
直
花
が
少
な
く
新
梢

の
発
生
が
良
く
理
想
型
で
あ
る

依
っ
て
原
則
と
し
て
夏
肥
は
施

さ
な
い
予
定
で
あ
り
ま
す
が
然
・

し
閣
勢
状
態
に
依
つ
て
は
上
記
}

の
計
画
に
基
づ
い
て
窒
素
肥
料
一

の
多
施
を
避
け
る
こ
と
。
一

Z
例
記
皿
川
は
点
、
は
り
最
少
一

限
度
前
記
計
個
湿
り
施
し
て
夏
一

期
の
玉
太
り
を
促
進
さ
し
着
色
一

鮮
度
を
促
す
こ
と
が
必
要
で
あ
一

り

ま

す

。

一

3
使
用
肥
料
は
化
学
肥
料
で
一

行

う

。

一

4

施
用
品
吋
期
は
六
月
上
中
旬
一

に
必
ず
施
す
様
特
に
注
意
す
る
一

こ

と

。

-

ヤ

ノ

ネ

の

駆

除

一

第
-
回
発
生
を
六
月
五
日
出
一

に
硫
亜
加
用
硫
黄
合
剤
(
八

O
V

倍
波
。
硫
琵
三
五
匁
}
を
撒
布

し
沼
市
二
百
を
七
月
中
、
下
旬
に

硫
黄
合
剤
一
二

O
倍
液
を
撒
布

す
る
。ル

ビ

l
ロ
l
虫
に
対
し
て
は

む
月
主
、
中
旬
に
限
脂
合
制
一
三

'r倍
液
か
パ
ラ
チ
オ

γ
千
二
一
白

倍
液
。ィ

セ
リ
ヤ
に
は
ベ
月
中
下
旬

マ
ラ
ソ
ン
千
正
百
倍
、
カ
メ
ノ

ゴ
ヨ
は
1
e
，
P
N
千
倍
か
け
川
F
T

乳
剤
四

O
倍
、
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ

は
硫
黄
合
剤
六
月
中
旬
に
八

O

倍
液
を
撒
布
す
る
。
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